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Introduction
FC今治を運営する株式会社今治. 夢スポーツ（以下、今治. 夢スポー
ツ）は、2002年5月29日に設立され、2014年にはサッカー日本代表監督
として2度のワールドカップ出場を果たした岡田武史氏が代表に就任しまし
た。FC今治は、J1への参入を目指すと同時に、OKADA METHODを用い
た今治全体での長期一貫指導による質の高い育成モデルを構築していま
す。今治. 夢スポーツは『次世代のため、物の豊かさより心の豊かさを大切
にする社会創りに貢献する』ことを企業理念として掲げ、サッカークラブ運営
事業のみならず、育成・普及事業、ホームタウン活動、アースランド・野外教
育などの活動を実施しています。

この度、デロイト トーマツ ファイナンシャルアドバイザリー合同会社は今治. 夢
スポーツのもたらす社会的インパクトを分析することとなりました。本レポート
が、パートナーやサポーター、地域住民の方々、地方自治体などの関連する
ステークホルダーにとって、これまで可視化されていなかった今治. 夢スポーツ
の価値を認識するための手助けとなれば幸いです。また今後の参考として
活用され、企業理念である『次世代のため、物の豊かさより心の豊かさを
大切にする社会創りに貢献する』に向け、今治. 夢スポーツがさらなる発展
を遂げることを願っています。
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留意事項：
本抄訳版レポートは今治. 夢スポーツとの合意のもと作成されたものであり、第三者により利用されることを想定しておらず、閲覧者などに対して注意義務または契約上の義務を負って実施さ
れたものではありません。したがって、当社は、本抄訳版レポートに関連する業務に関して、閲覧者などに対して裁判上または裁判外を問わずいかなる義務または責任も負いません。また、閲覧
者などは、本抄訳版レポートの受領または閲覧によって本抄訳版レポートに依拠する権利およびこれを引用する権利を含むいかなる権利も取得しません。閲覧者などは本抄訳版レポートに記
載された一定の前提条件・仮定および制約について受容するとともに閲覧者などによる本抄訳版レポートの利用および利用の結果に関するすべての責任を閲覧者など自身が負います。
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社会的価値の測定
2015年に「持続可能な開発のための2030アジェ
ンダ」が国連で採択されて以降、「SDGs」や「ESG」
などが注目されるようになり、近年では事業を行う
に際して財務価値だけではなく社会的な影響力を
重視する潮流ができつつある。しかしながら、社会
課題の解決へ実質的に効果を及ぼしているかは
不透明な部分も多く、事業活動の結果生じる社
会的・環境的影響を定性・定量的に把握する必
要性が高まっている。社会的価値を分析すること
により、事業のリスクと機会を把握し、経営戦略に
活かすとともに、投資家を含むステークホルダーへの
有益な情報開示を実現することが可能となる。

スポーツでの社会的価値を可視化する意義
従来、スポーツビジネスの効果としては、企業認知
度向上や入場料収入など直接的なものに限られ
て認識されていたことから、「広告塔」以上の役割
があるとは見做されず、スポーツビジネスへの投資
効果は過小に評価されていた。しかしながら、実際
にはスポーツの周縁部分での活動が社会課題の
解決につながるケースが多くあり、これらがスポーツビ
ジネスの効果であるとの認識が今まさに生まれつつ
ある。

パートナーシップやスポーツビジネスへの取り組みのあ
り方への意識が変化しつつある中で、事業活動に
より生み出される価値の存在を明確に認識し、そ
れを測定することは、今後の業界のスタンダードに
なり得る非常に意義のある取り組みである。

もちろん、広告露出による価値はこれまでも、そし
てこれからもスポーツビジネスにおける柱の一つでは

目的と背景
近年、スポーツへの投資は社会課題解決においても大きな意味を持つよう
になってきている。一方でその効果は不透明な部分も多い。本レポートでは、
サッカーを通じて社会創りに取り組む今治.夢スポーツの事例を通じ、社会
的インパクトの可視化・定量化を行った。

本レポートにおける価値の定義
社会的な影響力の測定や評価において、国際的
に認められた基準が確立していない中、様々な組
織が多様な手法を開発・提示しており、価値の定
義もまた様々である。本レポートにおいては、価値を
後述の通り定義し、社会的価値の一部を分析対
象とした。（図2参照）

見逃されてきた効果の例

パートナー企業など

投資 観戦者が増え、
コミュニティが形成された

観戦者が多く訪れ、
交通が増加した

街の清掃活動を通して
環境問題への意識が上がった

観戦者の来訪で近隣飲食店・
商店の売上が増えた

スポーツへの意識が高まり、
フィットネスジムの会員数が増えた

図1. FC今治が生み出す社会的効果の例

あり続けるが、単純な広告露出だけでない価値を
可視化することにより、マイナー競技を含むより多く
のスポーツコンテンツの潜在的価値を最大化するこ
とにも貢献できるようになる。人口減少で先行きが
厳しい日本の経済において、数少ない成長産業の
一つであるスポーツビジネス市場の拡大に寄与でき
ること自体が、最大の意義である。
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社会的価値
社会的価値とは、対象の財の存在や、財を中心
とした経済活動を通じて、地域や他産業などの
ステークホルダーに対してもたらされる公益的な価
値と定義される。例えば、スポーツ実施率の向上に
よる健康推進などが挙げられる。

財務価値
財務価値とは、対象の財の事業活動により生み
出される財務諸表に現れる経済的価値である。
サッカーチームの興行を主としたチケット収入、スポ
ンサー収入などの売上から原価などを差引いた収
支、または事業計画上の収支計画を現在価値に
割引いた価値などが例として挙げられる。

図3. 社会的価値における支払意志額の推定の概念図

市場消費者 対象の財

文化財や森林などの環境資源には市場が存在しないケー
スがあるため、効用に応じた対価が観測できない。
そこで、利用することにどれだけの価値があると思うかという
点をアンケートなどを用いて金額で表示することで測定する。

市場消費者 対象の財

通常の財は取引される市場があるため、消費者はそれに
よって得られる効用の分、対価として貨幣を支払う。

通常の市場で取引される対象の場合 市場を持たない/金銭化が困難な場合

効用

対価

効用

出所：栗山・拓殖・庄子「初心者のための環境評価入門」(1998)を参考にDTFA作成

*１栗山, 柘植, 庄子., 初心者のための環境評価入門., 勁草書房, 1998
* 2 インパクト分析：事業や活動の結果として⽣じた社会的、環境的変化を定量的・定性的に把握し、事業や活動について価値判断を加えること

する。

SROI（社会的投資収益率）分析
本件では、インパクト分析*2手法として長い歴史の
ある費用便益分析（Cost Benefit Analysis）を
簡易・発展化させたSROI（社会的投資収益率、
Social Return on Investment）を採用した。

SROI（社会的投資収益率）分析とは、ステーク
ホルダー参加型評価手法であり、事業実施により
生じる社会的・経済的・環境的変化を、市場価
値に当てはめて変化の価値を定量的に可視化す
るものである。分析結果は、ステークホルダーへの事
業成果の説明や、リソース配分や事業内容の見
直し、外部からの寄付や投資の要請のための活動
効果のアピールとして使用するなど、幅広い目的に
利用することができる。

なお、各組織のステークホルダーの判断により、分
析のプロキシの設定が異なることから、SROIで算出
された社会的利益率（Social Return Ratio）だ
けを基準に組織を比較することは現時点では困難
である。

潜在的財務価値
潜在的財務価値とは、対象の財の無形の資産
（ブランド力など）を活用して創出する価値のうち、
財務諸表には現れていない財務価値のことである。
例えば、パートナーやチームロゴなどの広告露出権の
価値などがある。

社会的価値の金銭化
通常の財は取引される市場があるため、消費者は
市場に基づき得られる効用に応じて対価として貨
幣を支払う。一方で、評価対象によっては市場が
存在しないケースがある（図3参照）。社会的価
値のような市場経済では測れない効用を分析する
場合、評価対象の利用者がどれだけの効用を感
じているか（支払意志額：Willingness to 
Pay）をアンケート調査などを用いて分析する方法
や、金銭代理指標を用いて貨幣換算するなどの
手段が用いられる*1。

社会的インパクト評価
社会的なインパクトを定量的・定性的に把握し、
その事業や活動について価値判断を加えることを
内閣府では「社会的インパクト評価」と定義してい
る。

社会的インパクト評価は、政策評価や非営利事
業におけるプログラム評価として開発や実践が進ん
できた。従来、事業の社会的成果は、寄付額や
受益者人数、実施回数といった直接的な事業の
アウトプット（結果）のレベルで報告されてきたが、
社会的インパクト評価では、こうしたアウトプット評
価に留まらず、その先のアウトカム（成果）を評価

図2. 本レポートにおける社会的価値の概念図
本レポート分析対象

受
益
者

効果・価値

社会的価値

金銭的 非金銭的

地
域
社
会

チ
ー
ム
・
パ
ー
ト
ナ
ー

本分析で
対象とした
社会的価値

潜在的
財務価値財務価値

内閣府による定義

社会的
インパクト

短期、⻑期の変化を含め、当該
事業や活動の結果として⽣じた社
会的、環境的な「アウトカム」

社会的
インパクト
評価

社会的インパクトを定量的・定性
的に把握し、当該事業や活動に
ついて価値判断を加えること

出所：内閣府社会的インパクト評価検討ワーキング・グループ
「社会的インパクト評価の推進に向けて」（2016年3⽉）
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SROI分析の6つのステップ
ロジックモデルを作成し、事業に起因する定性的な
アウトカムの成果（成果量）を公開情報などを基
に設定し、効果創出分を金銭代理指標を用いて
定量化した。（図5参照）

1. 評価対象・ステークホルダーの選定：事業の実
施目的が明瞭で評価を行うことが可能な場合、
評価する対象者や事業に関与するステークホル
ダーを確定

2. ロジックモデルの作成：インプット、アクティビ
ティ、アウトカム、インパクトからなるロジックモデ
ルを作成し、アウトカムの測定方法を設定

3. データの分析・評価：公開情報やアンケートな
どより収集したデータを分析し、アウトカムの成
果量を測定

4. インパクトの確定：事業が行われなくても生じ
た変化や外的要因によって生じた変化を排除
し、実際に事業によって生じた純粋な変化を測
定

5. SROIの計測：総便益を総費用で割り、SROI
の数値を計測（図6参照）

6. 報告：分析した結果に基づき事業改善やス
テークホルダー間での共有を行い、発見や課題
を事業改善に活用

200万円（アウトカムを定量化した推測値×寄与率×(1-反事実)）
100万円（事業実施費などのインプット量）

SROI
2.0＝

図6. SROI算出方法

受益者や関
係者を整理

事業費などの
インプットを整
理

実施事業を整
理

アウトカムの成
果量 (KPI) を
整理

成果量・金銭
代理指標によ
りアウトカムを
貨幣化

1
ステーク
ホルダー

2
インプット

3
アクティビティ

4
アウトプット

5
アウトカム

6
インパクト

寄与率や反
事実を加味し
て純粋な成果
量を算出

図5：社会的インパクト定量化の流れ

図4. SROIによって創出される効果の可視化イメージ

プログラム
参加

サービス提供者
• 学力が向上した
• 就職した
• ノウハウを獲得した
• 話し相手ができた

• 運動意識の向上
• 孤独感が減少した
• 前向きになった

受益者
行動の変化

意識の変化

サービス提供
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分析の主要前提
今治. 夢スポーツは「次世代のため、物の豊かさより
心の豊かさを大切にする社会創りに貢献する」こと
を企業理念として掲げ、サッカークラブ運営事業、
育成・普及事業、ホームタウン活動、アースランド・
野外教育・その他の活動を実施している。
本件では、各事業のロジックモデルを作成し、事業
活動による社会への効果を体系的に整理し、定
量化した。なお、データの取得状況に応じて、一部
の活動を評価対象外としている（図7参照）。

ロジックモデルにて洗い出したアウトカムのうち、測
定が可能なものに対して重要性の評価を行い、重
要なもののみを評価対象とした。評価対象期間は、
2021年1月から2023年12月とし、1年間あたりの
アウトカムの価値を、KPIと金銭代理指標を基に持
続期間分計算した。異なる期間の価値を比較す
るために、割引率を用いて現在価値に割戻し社会
的インパクトを試算した。本件においては、国土交
通省の「社会的割引率に関する指針」や英国
「Green book」を参考に、割引率3.5%を採用し
た。

成果量を計算するにあたり使用した来場者数など

のKPIは、2022年以降、新型コロナウイルスの影響
から徐々に回復すると仮定した計画数値を使用し
た。

なお、時間的な制約やコロナウイルスの影響により、
本件ではアンケート調査を実施していないことから、
各アウトカムについて公開情報や今治. 夢スポーツか
ら提供された情報などを基に一部の項目について、
寄与率や反事実を仮設定している。アンケート結果
によっては結果が異なる可能性がある点につき留意
されたい。

SROI倍率の分母となる投入資源については、今
治.夢スポーツより受領した実績値を基にした。また、
計画年度の固定費は過去実績の平均値または
直近年度の費用、変動費は一定の成長率を設
定して計算した。事業別にSROIを分析するため、
投入資源を各事業に賦課・配賦した。配賦割合
は、今治.夢スポーツとのディスカッションの上、一定
割合で配布した。なお、今回評価対象外とした活
動への費用（例：レディースチームの活動に係る
直接的な費用）は、投入資源から除外した。

※今治. 夢スポーツの主な活動を抜粋している。また、本分析の対象とする活動（アクティビティ）をハイライトしている。

サッカークラブ運営事業

選手の育成や移籍を始め、
FC今治のトップチームの運営

トップチーム運営

ホームゲームの運営や開催日に
実施されるイベントの運営

ホームゲーム運営

スタジアム・ユニフォームなどでの企
業名、サービス、ロゴの掲出やトップ
チームのアセットを利用したパートナー

との協働プロジェクトの実施

スポンサーアクティベーション

FC今治のファンクラブの運営、及
び、選手やクラブの情報を自社メ
ディアやSNSを通じて発信

ファンクラブ運営/メディア発信

選手の育成や移籍を始め、
FC今治のレディースチームの運営

レディースチーム運営

スタジアムやインターネットを通じてFC
今治のユニフォームやグッズを販売

グッズ販売

育成・普及事業

FC今治のトップチームのユースチー
ム（中学・高校年代）である

U-18,U-15,U-13の運営

アカデミー運営

幼稚園、小学生対象の
サッカースクールの運営

スクール運営

今治近隣の街クラブや学校の部
活動にFC今治のコーチが訪問し、

トレーニングを実施

サッカークリニック

地域の指導者に向けて、
指導者講習会を実施

地域指導者講習会

地域の幼稚園、保育園、小学校を
巡回訪問しながらサッカー教室を実施

巡回教室

中国の浙江緑城との全面提携をメイ
ンとし、FC今治の指導者の派遣を通
じて現地指導者の養成を目指す

グローバル事業

ホームタウン活動

今治市近隣の地域への貢献を
目指し、ホームゲームで各市町村の
PRブースの設置やイベントを開催

マッチデーシティ

選手・スタッフ、住民を巻き込み、海岸
やスタジアム周辺のごみ拾いを行う

海岸清掃・ごみ拾い

スタッフやアカデミーの選手が、
地域住民からの依頼内容に対して、

無償で協力する活動

孫の手活動

FC今治のホーム戦運営サポート
運営ボランティア「VOYAGE」

次代を担う若者が愛媛県今治市に
集い、ワークショップを通じて、地域を
牽引するリーダーの輩出を目指す活動

Bari Challenge University

中国・四国地方のJクラブが協働し、
「対戦×観光×物産」をキーワードに
様々な連携イベントを実施

PRIDE OF 中四国

アースランド・野外教育・その他

小学生を対象に地球を知り、環
境問題を学ぶ環境教育プログラム

環境教育プログラム

幼児を対象とした自然体験型の
環境教育プログラム

moricco

小中学生を対象に、自然や文化
の中でフィールドワークを実施

しまなみ野外学校

今治市の「公の施設」である
しまなみアースランドの指定管理

アースランドの指定管理

チームビルディングを目的とした
企業向けの研修・
ワークショップの実施

企業向け研修

地域の方々との共創を目指す
新スタジアム建設のプロジェクト

里山プロジェクト

パートナーと「社会課題の解決」を
目指すプロジェクトの実施

（例）「わたし、地球」の制作

パートナーとの協働

図7. 各事業における主要な活動及び、評価対象とした活動

賦課・配賦の検討

トップチーム人件費

スタジアム使用料

福利厚生費、雑給など

広告宣伝費

オフィス関連施設賃貸料

賦課

配賦

サッカークラブ運営事業

育成・普及事業

ホームタウン活動

アースランド・野外教育・その他

物販関連費

事業別に投入資源を賦課・配賦

図8. 投入資源の賦課・配賦イメージ
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※社会的価値分析においては、前提条件および仮定が異なれば、分析結果が大きく相違する場合がある。本件で実施した分析は、今般の新型コロナ・ウィルスの感染拡大による影響を必
ずしも網羅的かつ正確には勘案しておらず、拡大しつつある新型コロナ・ウィルスの状況や、世界経済などにより影響を受ける可能性がある。

分析結果

育成・普及事業
育成・普及事業においても、巡回サッカー教室やア
カデミー生・スクール生との活動が評価対象の中心
で、OKADA METHODを通じた指導者育成活動
は評価対象外ながらも、 SROIは1.8倍という結果
となった。

ホームタウン活動
他事業と比較して、クラブとして割ける予算規模が
小さいものの、 SROIは2.6倍と投資効率は他事業
よりも大きく、今後予算規模を拡大することができ
れば、より大きな効果が見込める領域であることを

示す結果となっている。

アースランド・野外教育事業
新型コロナの影響に加え、現時点では分析に必要
なデータが取得できていないなどの理由から、 「アー
スマルシェ」や「アースランド・野外教育に関するSNS
発信」を始めとした一部の活動を分析対象外とし
たことから、SROIは1.0倍となっている。

各事業のロジックモデル（抜粋版）や、対象とし
たアウトカムについては、後述ページを参照。

サッカークラブ運営事業
前述の前提を基に分析した結果、サッカークラブ運
営事業の活動を通じたSROI（チケット収入やパー
トナー収入といった財務的価値を除く）は1.1倍と
分析された。

なお、現時点では分析に必要なデータが取得でき
ていないなどの理由から、スポンサーアクティベション
や、メディア発信などの活動は評価対象から除外
している。加えて、新型コロナの影響により2021年
の試合来場者数が大幅に減少しているにもかかわ
らず、SROIは1倍を上回る結果となっている。

サッカークラブ運営事業

SROI 1.1倍

投入資源 社会的
インパクト

Input Impact

育成・普及事業

SROI 1.8倍

投入資源 社会的
インパクト

Input Impact

ホームタウン活動

SROI 2.6倍

投入資源 社会的
インパクト

Input Impact

アースランド・野外教育な
ど

SROI 1.0倍

投入資源 社会的
インパクト

Input Impact
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間接的な効果の検討
本分析では、今治.夢スポーツの活動によるアウトカ
ムの直接的な受益者を対象に分析を実施した。し
かしながら、活動のアウトカムは直接的な効果に留
まらず、間接的、波及的な効果についても検討の
余地がある。

例えば、アカデミーでのトレーニングの実施により、
「日常生活において自ら考え、責任を持って行動で
きるようになる」というアウトカムが生じた際に、本分
析ではアカデミー生を受益者と設定した。今後アカ
デミー生がコーチになり、OKADA METHODを次世
代の選手に伝えることで波及的な社会的インパク
トが創出されるため、今後はそのような間接的なイ
ンパクトについて、検討の余地がある。

プロジェクトとインパクト評価のライフサイクル
今治. 夢スポーツの活動は開始から日が浅いこと、
また今回が初めての評価であることから、分析対象
外とした活動も多く、今後の事業改善のためには
現状把握されていないデータの収集・整理とその継
続的な評価が必要となる。
今治. 夢スポーツの活動は導入期から発展期に変
化しつつあり、この段階での継続的な評価が事業
改善にとって重要である。

活動の実施

直接的な効果

間接的な効果
（波及効果）

プロジェクトの
ライフサイクル

評価の
ライフサイクル

導
入
期

• プロセス評価
• 振り返り評価

• 初回のプロジェクト
を実施

• 改訂されたプロジェ
クトの実施

発
展
期

• 前年度評価との比
較

• 前年度評価との差
異の分析

• プロジェクトを継続
的に実施

• プロジェクトが確立
された手順で実施

今後の課題
分析対象とする活動の拡大
本分析の対象外とした活動には、実際には社会
的価値を生み出していると考えられるが今回は測
定が難しかったものもある。そのような活動を分析の
対象とした場合には、SROIが改善する可能性があ
る。特にSNSやインターネットを使用した発信につい
ては、より多くの人々に影響を与えるため、結果と
して、さらなる社会的インパクトが創出される可能
性がある。分析にあたり、活動の詳細なデータが必
要となるため、継続的に各活動のデータの収集及
び、整理が必要となる。

分析対象外とした活動（例）

クラブや選手について、
SNS発信

アースランドや野外教育
に関するSNS発信

スポンサー
アクティベーション 地域指導者講習会

アースマルシェ 『岡田メソッド』
の出版
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ロジック・モデル一部抜粋
短期

アウトカム 中期アウトカムアウトプット 長期アウトカム資源 活動 最終アウトカム

人的資源
・選手
・監督、コーチ
・チームスタッフ

製造資源
・スタジアム
・練習場

知的資源
・OKADAメソッﾄﾞ
・チームロゴ
・選手の肖像権

社会的関係資源
・ファンとの関係
・支援企業との関係
・地方自治体との関係
・チームとしてのブランド

財務資源

ホームゲーム観戦
アウェーゲーム観戦

DAZN観戦

サッカーに触れる
機会の増加

地域の魅力を発信
する機会が増加

メディアで
クラブの活躍が
取り上げられる

FC今治に触れる
機会の増加

周囲の人と感動
を共有する

選手・クラブグッズを
身に着ける人の増加

クラブグッズの
販売・購入

今治周辺地域の
PRブースの設置・
広報活動の実施

ホームゲーム実施
アウェーゲーム実施

サッカーをしたい
と思う人の増加

今治の食・名産品
の良さを認識する

FC今治の認知度が
高まる

FC今治というクラブ
が身近になる

会話・交流する
機会の増加

選手やチームを
応援したいと思う
人の増加

運動習慣の
確立

地元の産業を
大事にする

気持ちが芽生える

今治にサッカーの
イメージが定着する

FC今治が生活
の一部になる

地域の垣根を
超えた対人関係や
生活の充実

健康に関する
意識の向上

地域のブランド価値
が向上する

FC今治の
サポーターでいることが
生きがいになる

人と人のつながりを
大切にした暮らし

の実践

健康長寿社会
の実現

地元に誇りを持つ
住民の増加

物の豊かさより
心の豊かさを大切に
する社会の実現

地元の食・名産品
の消費が拡大する

地場産業が
活性化する

注：本分析において定量化したアウトカムを水色、最終アウトカムを緑色でハイライトした。

ファンと選手の
交流が増加する

選手やチームを
応援したいと思
う人が増加する

憧れの選手ができ
将来への意欲
が高まる

新しく街のシンボル
となる選手が
出現する

地元に誇りを持
つ住民の増加

ロジックモデル（サッカークラブ運営事業）

ロジック・モデル一部抜粋
短期

アウトカム 中期アウトカムアウトプット 長期アウトカム資源 活動 最終アウトカム

注：本分析において定量化したアウトカムを水色、最終アウトカムを緑色でハイライトした。

ロジックモデル（育成・普及事業）

人的資源
・コーチ
・クラブスタッフ
・JFAインストラクター

製造資源
・練習場

知的資源
・OKADAメソッﾄﾞ
・クラブロゴ

社会的関係資源
・支援企業との関係
・地方自治体との関係
・クラブとしてのブランド

財務資源

サッカーに触れる
機会の増加

OKADAメソッドの
普及

保護者同士の
交流の機会の増加

トレーニング・
試合の実施

（スクール・アカデミー）

サッカーの楽しさ
を実感する

サッカーに関わる
取り組みに参加する

機会の増加

サッカーを
きっかけにして

人生が豊かになる

物の豊かさより
心の豊かさを大切に
する社会の実現

育児に関する
相談機会の増加

子育て上の悩み
やトラブルの減少

暴力やネグレクトなど
の深刻な問題を防ぐ

子育てしやすい街
の実現

体系化された
プレーの原則を学ぶ

プレーの判断の際、
原則に則り、自ら
考えプレーを選択する

サッカー選手として
だけでなく、社会人
としても活躍する

日常生活において
自ら考え、責任を
持って行動できる

スポーツに触れる
機会の増加

サッカーをしたい
と思う人の増加

運動習慣の
確立

健康に関する
意識の向上

健康長寿社会
の実現

子ども同士の
交流機会の増加

スポーツを通して
チームワークを学ぶ

自分のホーム（
居場所）と感じ
られる街の実現

自分の存在意義が
感じられるコミュニティ

を実感する
対人関係がより
うまくいくようになる

会話・交流する
機会の増加 友人関係の構築

巡回サッカー教室
巡回ふれあい教室
障がい者巡回教室
サッカークリニック

運動習慣の確立 健康に関する
意識の向上

健康長寿社会の
実現
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ロジックモデル（ホームタウン活動） ロジック・モデル一部抜粋
短期

アウトカム 中期アウトカムアウトプット 長期アウトカム資源 活動 最終アウトカム

注：本分析において定量化したアウトカムを水色、最終アウトカムを緑色でハイライトした。

人的資源
・選手
・監督・コーチ
・クラブスタッフ

製造資源
・スタジアム
・練習場

知的資源
・選手の肖像権
・クラブロゴ

社会的関係資源
・ファンとの関係
・支援企業との関係
・地方自治体との関係
・クラブとしてのブランド

財務資源

地域について考える
機会の増加

地域の社会課題に
ついて興味・関心
を抱くようになる

社会課題に対して
様々なアイデアが

生まれる

今治発の新しい
サービスや商品が

生まれる

環境保全活動が
進展する

環境問題
について触れる
機会の増加

環境問題につい
ての理解が深ま

る

環境に配慮した
消費行動の実

践
サステナブルな街

の実現

地域の困り事の
解決数の増加

地元の人が
FC今治に親しみを
持つようになる

クラブと地域が
支え合う街が
実現する

FC今治と地域に絆
が生まれる

地域から応援される
クラブになる

地元の高齢者と
若者が積極的に
会話するようになる

若者との交流を
通して孤立感
が減少する

新たなコミュニティや
活動の創出

地域の社会課題に
対して自ら行動を
起こすようになる

地域活動への参加・
貢献に意欲的になる

地域社会との
関わりが増える

BCUの開催

海岸清掃
ごみ拾い

孫の手活動
地元の高齢者の方と
交流する機会の増加

若者と高齢者の
支え合いの実践

「互助」の街
の実現

運営ボランティア
「Voyage」

マッチデーシティ

地域と企業の
つながりが深くなる

地域の自治体・
団体の関わりの

増加
地域内の

支え合いの増加
地域の人と
支え合うことに
価値を見出す

地域の垣根を
超えた対人関係や
生活の充実

ホームと感じられる
街の実現

参加者同士の会話
交流する機会の増加

会話交流する
機会の増加

地域の垣根を超えた
対人関係や生活

の充実

人と人のつながりを
大切にした社会の

実践

物の豊かさより心の
豊かさを大切にする
社会の実現

異なる考え方を持つ
人との協働する
機会の増加

継続して他者を
巻き込み、行動する

機会の増加
リーダーシップが
身につく

社会人として
活躍する人の増加

クラブスタッフや地域
の人と交流する
機会の増加

会話交流する
機会の増加

地域の垣根を超えた
対人関係や生活

の充実

人と人のつながりを
大切にした社会の

実践

物の豊かさより心の
豊かさを大切にする
社会の実現

ロジック・モデル一部抜粋
短期

アウトカム 中期アウトカムアウトプット 長期アウトカム資源 活動 最終アウトカム

注：本分析において定量化したアウトカムを水色、最終アウトカムを緑色でハイライトした。

ロジックモデル（アースランド・野外教育など）

人的資源
・選手
・監督・コーチ
・クラブスタッフ

製造資源
・スタジアム
・練習場

知的資源
・選手の肖像権
・クラブロゴ

社会的関係資源
・ファンとの関係
・支援企業との関係
・地方自治体との関係
・クラブとしてのブランド

財務資源

親子同士の
交流の機会の増加

親子間で
共通の体験を行う
機会の増加

親子の相互理解
の促進 親子の絆が深まる

子ども同士の
交流機会の増加

会話・交流する
機会の増加

友人関係の
構築

自分の存在意義
が感じられるコミュ
ニティを実感する

自分のホーム（
居場所）と感じ
られる街の実現

環境について考える
機会の増加

環境についての
興味・関心を
抱くようになる 物の豊かさより

心の豊かさを大切
にする社会の実現

環境に配慮した
消費行動の実践

環境に配慮した
行動の実践

アウトドアや野外
活動に興味・関心を
抱くようになる

火起こしや炊き出し
など災害対応スキル

の習得

物の豊かさより
心の豊かさを大切に
する社会の実現

環境に配慮した
消費行動の実践

環境に配慮した
行動の実践

環境についての
興味・関心を
抱くようになる

自然と触れ合う
機会の増加

アウトドアや野外
活動の職に就く

子育てしやすい街
の実現

挑戦し、失敗と
経験を経て、
成長する

試行錯誤を繰り
返し、成功体験を
積み重ねる

自ら考え、責任
を持って行動
できるようになる

自然と触れ合う
機会の増加

自然と親しみ、
リフレッシュする
機会の増加

自然を大切にしたい
と思うようになる

地域の自然環境の
保全に対する
意識が高まる

物の豊かさより心の
豊かさを大切にする
社会の実現

他者を巻き込む
機会の増加

積極的に行動する
ようになる リーダーシップが

身につく
社会人として

活躍する人の増加

農作業に触れる
機会の増加

農作業の大変さ・
楽しさを体感する

自然と親しみ、
生産の現場に思いを
馳せる人の増加

地元の一次産業を
大切にしたいと思う
気持ちが芽生える

地場産業が
活性化する

環境教育プログラム
moricco

しまなみアースランド
の指定管理

しまなみアースランド

しまなみアースランド

野外キャンプ
1 Day 野外イベント

環境教育プログラム
moricco
野外キャンプ

1 Day 野外イベント

ワークショップ(ワイン)

環境について考える
機会の増加「わたし、地球」

周囲の人と協力
し合う機会の増加

野外教育

アースランド・野外共通

里山プロジェクト

「わたし、地球」の制作



社会的インパクト評価の実務への展開
財務リターンのみならず、企業の環境や社会への
取り組みのインパクトを可視化し、測定する潮流
は、欧米を中心に活発化している。公共事業や非
営利団体などの分野で主に発展してきたインパク
ト評価だが、投資判断に環境や社会への配慮を
取り込むサステナブルファイナンスが増加するにつれ
て、民間企業においてもインパクト・ウォッシュを回
避するために、従来の年次報告書やCSRレポート
などの企業報告に加えてインパクト評価を実施す
るケースも増えてきている。

本件のようなスポーツビジネスにおいて、社会的イン
パクト評価は親和性が高く、これまで定量化できて
いなかった事業活動を評価することの意義は大き
いといえる。
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今後の展望

「社会的価値」を「可視化」することによりス
テークホルダーへの説明責任や事業活動の
改善につなげていくことが可能である

その他株主 従業員 顧客・取引先 政府・自治体投資家 地域社会など
受益者 （ステークホルダー）

マネジ
メント

（フィードバック・改善）

可視化

（コミュニケーション）

取り組み活動A 活動D

活動B 活動C

（検証）

図9. 社会的価値・インパクトの可視化における概念図

また社会的インパクト評価は、ステークホルダーへの
説明や投資意思決定判断へ活用できるだけでは
なく、社会的価値やインパクトの可視化により、評
価結果を基に事業活動へのフィードバックを実施す
ることも可能となり、取組みの改善に役立てること
もできる（図9参照）。

企業や公共団体、非営利団体などによるSDGs・
ESG活動が活発化する中、このような社会的価値
分析の活用余地が拡大していき、さらなる発展が
想定されている。今後も社会的インパクト評価に
関する各国の動向や世界的な潮流が注目される。
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あとがき
デロイト トーマツ ファイナンシャルアドバイザリー合同会社（DTFA）

現時点では、スポーツ事業がどれだけの社
会的な価値を生みだしているのかについては、
感覚的・定性的に捉えられているものがほと
んどなのが現状です。
その結果、企業もその事業活動に対して

どの程度の予算を投資したら良いか判断しに
くい状況となっており、またチームにおいても社
会へどの程度効果を生み出しているかの量
的な説明ができず、結果としてお金が流れに
くい状況にあります。
そのようなスポーツビジネスにおける課題を

解決するソリューションの一つがSROIです。今
まで見えなかった社会的価値を可視化するこ
とは、人とお金の流れを生み出し、市場を拡
大させることに繋がっていくのではないかと考
えています。
スポーツビジネスにおいて、SROI分析を実

施しているケースは未だ数は多くありません。
そんな中、今回今治.夢スポーツ様と一緒に
取り組むことができたことは、とても貴重であっ
たと感じており、今後のスポーツビジネスの発
展に寄与するものとなれば幸いです。

写真1. 今治.夢スポーツと実施したロジックモデル構築ワークショップ

執行役員
パートナーシップグループ長
氏家翔太

スポーツビジネス
シニアヴァイスプレジデント
里﨑慎

「次世代のため、物の豊かさより心の豊かさを
大切にする社会創りに貢献する」という企業理
念の実現を目指して私たちは様々な事業を
行っており、関わりのある皆様のお言葉や笑顔
に触れることで多少なりとも社会に貢献できて
いるという実感はあるものの、この実感はあくま
で感覚的なもので、具体的に可視化できていな
かったという課題がありました。
今回、デロイト様とSROI分析を行ったことに

より、私たちの活動がどの様にどの程度社会的
価値を生み出しているのかを私たち自身がクリ
アに認識できただけでなく、私たちが行っている
事業の中に社会にまだ上手に届けられていない
ものがあるという課題にも気づくことが出来まし
た。
また、元々想定していなかったことですがロ

ジックモデルを作るために自分たちの事業を振り
返った際に、自分たちの事業活動が全て企業
理念の実現に繋がるということを改めて認識で
き、自分たちの仕事に対する自信と誇りを感じ
られたことが大きな収穫だったと感じています。
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「シドニー オペラハウス
に関する社会的
インパクト分析」

デロイトネットワークでは、世界主要拠点に多数のエコノミストを有し、公共部門や主要業界の有力企業に対し、先進的な経済学上の知見や手法を活用した
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「ウェンブリー・スタジアム
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本件に関する連絡先

デロイトの専門性：社会的インパクト分析に関する実績

スポーツビジネス/コーポレートストラテジーサービス
シニアヴァイスプレジデント
里﨑慎

Tel: +81 80 4435 1446
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